
 
 

変更の理由 
 

銚子漁港は全国屈指の広大な水域面積を有する漁港であり、さらに日本最大の流域面積

（16,840km2）である大河川・利根川の河口部に位置していることから、膨大な流下土砂

の一部が漁港内に大量に流入している。そのため、銚子漁港では、漁港漁場整備長期計画

及び銚子漁港特定漁港漁場整備事業計画に基づき、漁港の水深維持を目的とする浚渫事業

を毎年実施してきた。 

今回変更申請する地区については、水底土砂の堆積により、すでに船舶の航行及び泊地

の利用に支障をきたす恐れが生じており、利用者から水深確保の要請を受けている。この

ため、適切な銚子漁港の維持管理のために早急に浚渫を行う必要があることから、浚渫範

囲の追加について変更を申請するものである。 

なお、４及び５年次の海洋投入処分量が10万㎥を超えているが、「浚渫土砂等の海洋投

入及び有効利用に関する技術指針（改訂案）」（平成25年7月、国土交通省港湾局）の簡

易予測による堆積厚の推定手順を参考に、１年次あたりの平均堆積厚を推定したところ、

影響想定海域内の平均堆積厚は0.383cm/単位期間（＜30㎝）と予測されたことから、包括

的評価の対象とはならないことを確認した。 
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